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「雨粒まとう紫陽花」

　今月号のひらふぉとは、桜町在住の山下和
男さん（75歳）が令和４年６月に山田池公園
で撮影。「水面に映り込むショウブを背景に、
雨上がりの水滴がついているアジサイを撮
影しました。６月を表現するのにぴったりな
２つの花の調和に面白さを感じました」。
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No.86 自慢の写真・イラストが表紙に!?
　枚方の風景などをテーマにした写真・イラ
ストを大募集。▶応募　メールまたは市ホー
ムページの専用フォームに住所・氏名（ペンネ
ーム希望の場合はペンネームも）・年齢・電話
番号・メールアドレス、作品の説明・題名を書
いて作品データを添付し広報プロモーション
課（kouhou@city.hirakata.osaka.jp）へ。
詳細は市ホームページ参照。
　※応募作品は市公式フェイスブックやイン
スタグラムで公開します。

今年２月にオランダで開かれたＵＣＩシクロクロ
ス世界選手権に初出場した。同競技は太いタイヤで
荒れたコースを走り自転車を担ぐなどして周回する
「自転車の障害物競走」とも呼ばれる過酷なレース
で脱落する選手も多い。完走はできたもののヨーロ
ッパの強豪選手ら51人が出場する中、40位に終わ
った。「レースに食らいつくのに必死で何もできな
かった悔しさはありますが得意のカーブでは他の選
手に勝る場面もあって手応えを感じました。来年も
出場して雪辱を果たしたいです」と意気込む。
モトクロスバイクの選手だった父親の影響で５歳
で自転車競技を始め、同時期に体操教室にも通い出
した。小学生の頃には平日は体操中心、週末は自転
車で市内から嵐山、大阪城を経由し自宅までの約
120㎞を走り込むこともあった。毎週末レースのた
め関西各地を転戦し「結果が残せなかった帰り道の

車で両親と反省点を振り返るのがつらかったです」。
小学３年生の時、シーズン９連勝で迎えた最後の
10戦目で転倒しライバルに負け全勝できなかった。
「あの時、最後に勝てなかったことが今でも勝ちに
こだわり練習する原動力になっています」
淀川河川敷や琵琶湖で月に1000㎞程度走り込ん

でいるが「練習量は多いほうではないんですよ」と
はにかむ。器械体操で培ったパワーと力の抜き方が
自転車競技に生かされ、体幹の強さからカーブでの
素早い立ち上がりが強みになっている。「今後は走
り込みを重ねスピードアップしていきたいですね」
五輪競技にもなっているマウンテンバイクでは日

本一のタイトルを持ち、来年のパリ五輪出場を目指
している。「世界の壁は高いですが、自分が世界へ
の道を切り開き結果を残すことで日本でも自転車競
技の魅力を多くの人に伝えていきたいですね」

副島 達海さん

◆そえじま　たつうみ　今年２月、オランダで
開催のＵＣＩ シクロクロス世界選手権に日本代
表として初出場。マウンテンバイククロスカン
トリー競技でも日本一に。大阪産業大学２年。
氷室台在住。19歳。

自転車競技シクロクロス日本代表
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